















































































































































































































































































































































































































名を「高満足生徒」，満足度 3の生徒 13 名，同 2の生





ていた」が 24％である。両群を Pearsonのχ2 検定で
分析したところ，有意差が認められ（χ2（1）= 11.14, 































































































































































































































































































































































ものが「達成目標理論」である。 E l l i o t  & 
Harackiewicz（1996）は，この達成目標理論を発展
させ，熟達目標（Mastery goal），遂行接近目標


































































































































































科学省の HP「平成 29・30 年改訂 学習指導要領，
解説等」より引用し，吹き出し部分は，中央教育
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省 HP 平成 29・30 年改訂 学習指導要領，解説等よ
り）https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-
cs/1384661.htm（2020 年 9 月 1 日閲覧）
文部科学「主体的・対話的で深い学びの実現（「アクティ
ブ・ラーニング」の視点からの授業改善）について
（イメージ）」（同省 HP 平成 29･30 年改訂 学習指導
要領，解説等より）
 https://www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-



















koku/contents/detail/i/114/（2020 年 9 月 1 日閲覧）
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年 10 月 1 日閲覧）
山崎保寿 （2003）．総合的な学習の時間のカリキュラ
ム効果に関する実証的研究一高等学校における総合
的な学習の時間の先進校に関する調査研究 に基づ
いて，カリキュラム研究，12，15-28
141チームで探究活動を行う生徒から見た総合学習の促進要因と課題（1）
別表　鳥羽高校イノベーション探究Ⅰ　年間概要

